
『みたけもりもりほいくえん』 プロジェクト 

H27   H28   H29   H30  H31 

調査・研究 

方向性の決定 

保育士の教育 

ワークショップ実施 

モデル事業実施 

H31～ 

   

参画する地域住民が増える 

みたけもりもりほいくえんの認知が広がる 

卒園生が子育て世帯として戻ってくる 

環境に興味を持った子どもたちが輩出される 

子育て世帯の転入が増える 

現状と課題 

【子ども】 人数減少・体力低下 
【教 育】 自然と関わる機会を 
        充実させたい 

概要 みたけの資源（森林）を有効活用し、自然体験活動をより充実させることで、保育運営の独自性が生まれ、子
育て世帯に選ばれるまちとなることを目指す。 

みたけの資源 

町の約60％は森林 
豊かな四季折々の自然 
環境モデル都市みたけ 

子どもに自然教育を受けさせたい子育て世帯 

子育て世帯の転入増加・転出防止   

独創性・体力・生きる力・自己解決能力の向上 

幼児期からの環境教育による次世代の育成 

ターゲット 

みたけもりもりほいくえん 

目指す姿・ありたい姿 

みたけもりもりほいくえん建設開始 

プロジェクトの成果・KPI    
・子どもと親の満足度    80％が満足 
・ワークショップ参加者数  20組（H28）→50組（H31） 
・転入世帯の増加      10世帯以上の増加    


